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って水棲生物の存在が危くなるということである｡ 普通 B･0･D･10ppm 以上で柊魚類は横
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供試亜硫酸パルプ廃液は Table3に示す蒸解条件により蒸解 したアカマツ (PintlSden苔i-
Table3CookingCondition



























カルシウム 5gを加へ,加圧加熟 した後 No･4 グラスフィルクーにて涯別 し,渡液及び沈澱
について行った実験結果は第4表に示される如 く｡ (a)B.0･D.は原液 で 104ppm の桁で
あったのが,1桁乃至2桁低下するのを認めた｡pH は原液3･4であったが,100oC.1hの時に於
て12･0･180oC･2hの時 pH9.7と,次第に低下 し,色調は,100oC.lhで1度原液より濃 くな
･- 29-





























































































ブナの場合は B.0.D.の低下はアカマツ程ではないが, やはり 100oC,･1hで1度下り更
に上るのを認めた｡BpHrは 18boc.lhで急に低下し,色調も 100oCで 1度原液より濃 くな
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(3) カバ
4カバ隼ついては第6表に示す如 く, B･0･D･は 100oC･1hで1媛低下し,更に上昇の後
また低下 した｡pH は濃度上昇と共に低下し 180oC では中性となった｡ 色調は 100oClhで






























7.12 と 9F.49 ? 9.34
*OriginalwaSteナliquoffrom pineaSthestandard
色調の変化に於てカバの場 合が,アカマツ,ブナと甚だ興っていたので,酸化カルシウムの
添加量を変化 して色調との関係を調べてみた｡ところ第 7表に示す如 く,7gを添加 した時の
pH は最大となるが色調は始めて原液より淡色となった｡ 沈澱物中の有機物の量 は 56%であ
る｡ 最大は9g添加の時で64%に及んだ｡ 次いで酸化カルシウム量を7gとして 100oC及





B.0.D.ほ 100oCの時1匪低下 し 150oClhで再び上昇更に温度の上昇及加熱時問の社長









色調は B･0･D･とさして関係はないようである｡ フカア ツ, ブナは酸化カルシウム添加





沈澱中の有機物の量は湿度の上昇と共に増加するが, 180oCで 加熱時間の長 くなると幾ら
か低下する｡ これは生成 した沈澱が更に分解するためであろう｡
今日まで亜硫酸パルプ廃液の利用上その主成分を如何にして溶液から分離するかが問題であ
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